コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:Hōbun Nihon Gaishi.pdf/57

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは校正済みです

く、「宮人なり」と。門者、車中に燭（ともしび）して曰く、「可なり」と。旣に出づ。重盛、騎三百を
以（ゐ）て途に
迎（むか）へ
謁（えつ）し、天皇六波羅へ行幸奉じて六波羅に入る。百官
萃（あつま）る。關白藤原基實も亦至る。衆、其妻は信賴の妹なるを以て之を疑ふ。或人淸盛に吿げて曰く、「關白至る」と。淸盛曰く、「此れ大臣なり、
假令（たとひ）來らざるも、吾
固（もと）より
將（まさ）に召さんとす」と。衆、
心（こゝろ）
乃（すなはち）
安（やすん）ず。已にして上皇、又
仁和（にんな）寺に逃る。しかれども信賴等は乃大內に
據（よ）れり。


淸盛討賊帝、淸盛を召し、命じて賊を討たしむ。且之を戒めて曰く、「宜しく
佯（いつは）りて退き走り、賊を
誘（いざな）ひて宮を出すべし。
宮闕（きうけつ）をして
兵燹（へいせん）に
罹（かゝ）らしむる莫れ」と。淸盛對へて曰く、「臣逆賊を誅すること、之を
掌（たなごゝろ）に指さすが如し。以て天心を勞する勿れ。後命の
若（ごと）きに至りては、臣甚だ惑ふ。然りと雖も敢て心を
盡（つく）さずんばあらず」と。乃兵三千騎を
勒（ろく）して、重盛、敎盛、賴盛をして之に將たらしめ、兵を分ちて大內に赴かしむ。賊は
承明（しようめい）、
建禮（けんれい）の二門を開き、
陽明（やうめい）、
待賢（たいけん）、
郁芳（いくはう）の三門を
關（とざ）し、白旗二十
餘流（よりう）を
樹（た）て、之を守る。我が兵望み見て色動く。重盛重盛兵を
勵（はげま）して曰く、「年は平治なり。地は平安なり、而して我は平氏なり。天、吉兆を示す。勝を獲ること必せり。汝が輩
努力（どりよく）せよ」と。乃其兵を分ちて二となし、一を大宮
巷（のちまた）に留め、其一
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